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利晶学園中学校高校
（大阪・私立）

 「はつとん」の愛称で長く親しまれてきた初
芝富田林中学校高校は、学校法人名の変
更に合わせ、2026年4月「利晶学園中学校
高等学校」と校名を改めました。本校はこれ
まで、非英語圏を対象とした選択制修学旅
行に象徴される国際教育のほか、デジタル
地球儀やAIも活用したデータサイエンス教
育や「DX探究」など、文理の枠を超えた多様
で先進的な教育を展開してきました。こうした
蓄積を深化させていくには、校舎のある富田
林周辺だけではなく大阪市南部を含めた広
い範囲を対象としたいと考えての決断です。
　校名の利晶は、学園創立の地であり法
人本部がある堺市ゆかりの偉人、千利休と
与謝野晶子の名に由来します。古くより世
界に開かれ、先進文化の中心であった堺近
辺を表すのにふさわしく、本校が目指す教育
に合う校名だと考えています。学校法人利
晶学園は本校のほか、複数の中学校や高
校を有しますが、今回の校名変更は、本校
を学園のフラッグシップとして位置づけ、新し
いステージへ踏み出す宣言でもあるのです。

　コロナ禍を経た今、グローバル化の再燃
や紛争、気候変動、生成AIの台頭など、私た
ちは世界とのつながりをより意識させられて
います。学問は細分化しながら発展してきま
したが、木を見て森を見ない学びは、物事の
本質や本来あるはずのつながりを見落としま
す。そのため教育目標も「本質を問い、つな
がりで世界をとらえる」へと進化させました。
　そして、この教育目標を具体のカリキュラ
ムに落としこむため2027年4月、普通科か
ら文理学科へ学科を変更します。私立高
校における学科変更は審査に多大な労力
を要しますが、全教職員が教育内容を見つ
め直し、内外に本気度を示す決意表明の
機会となっています。
　新学科では、全員が理系的な論理性と
文系的な洞察力をあわせもった「文理融合
の視点と思考の方法」を身につけます。テー
マの柱にしたいのは「宇宙」です。宇宙は物
理や工学だけではなく、医学、生命、歴史、
文学、倫理、経済、芸術などの視点からもア
プローチできる究極の学際領域です。悠久

の時間軸の中で自身を多方面からとらえる
視点を身につけてほしいのです。
 「思考の方法」としては「対話型論証モデ
ル」を5教科の授業に導入しています。ある問
題に対して、他者と対話しながら、根拠を基に
主張を組み立て、対立する意見への反駁を
経て結論を導く活動であり、提唱者である京
都大学名誉教授の松下佳代先生を顧問に
迎え、3年前から研修や研究授業を重ねてき
ました。授業で中東問題を扱った際は、議論
が白熱し、帰宅後もチャットで対話を続けてい
たクラスがありました。「生徒はこんなにも深く
考えるんだ」と感心したベテラン教員が公開
授業に積極的になるなど、全校的な取組にし
たことで職員室にいい風が吹いています。
　本校には切磋琢磨しあう文化があります。
教員と生徒は、学校を良くしようという共通
意識の下、地域から世界へ開かれた学校を
目指しています。
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